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鼻翼部の筋に関する組織学的研究
祐 川 励 起 伊 藤 一 三
HistologicalStudiesonMusclesoftheNasalWing
ReikiSUKEKAWAandIchizohITOH
Thenasalismuscle(thetransverseandalarparts),thedepressorseptimuscle,
andsomemuscle-fiberbundlesofthelevatorlabiisuperiorisalaequenasimuscle
constitutethemusclesinthenasalregion.Sincethesemusclesandmuscle-fiber
bundlesintermixwithsubcutaneousconnectivetissues,theyareextremelydifficultto
dissectoutusinggrossanatomicaltechniques.Inthisstudy,wehistologicallyexamined
thenasalwing,whichisthemostdifficulttodissect,elucidatedthecompositionofthe
muscle-fiberbundles,anddiscussedtheirfunction.
Themaincomponentofthealarpartofthenasalismusclewasthemuscle-
bundles(A-fiberbundles)propertothealarpart,whicharosefromthesubcutaneous
tissueandranobliquelydownwards,tobeinsertedintothetunicapropria.Afew
cross-sectionsofB-fiberbundles(runningmediallydownwards)andC-fiberbundles
(runningtowardthemidline)werealsoseen.Theircoursesuggestedthattheywere
medialmuscle-fiberbundlesofthelevatorlabiisuperiorisalaequenasimuscleandthe
alarpartofthenasalismuscle.
Itappearsthatdilatationofthenostrilsisaccomplishedbytheraisingofthe
nostrilmucosatowardtheskinsidebytheA-fiberbundlesandsimultaneouspulling
ofthealarpartlaterallyupwardsbytheB-fiberbundles,whileconstrictionofthe
nostrilsisaccomplishedbytherelaxationofthetwomuscle-fiberbundlesinvolvedin
nostrildilatationandsimultaneouspullingofthenasalwingandseptumposteriorly
bytheC-fiberbundlesandthedepressorseptimuscle.
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言
鼻部の筋として,鼻 筋 と鼻中隔下制筋さらに上
唇鼻翼挙筋か らの一部筋線維束が知 られている。
鼻筋は,上 顎骨の切歯と犬歯の歯槽隆起部か ら起
始 して鼻背(横 部)と 鼻翼(翼 部)の 皮下に停止
してい る1～6)。鼻中隔下制筋は鼻筋の正中側の一
部筋線維束が鼻中隔の皮下に停止 したものである
2,4,6,7)。上唇鼻翼挙筋は上顎骨前頭突起から起始 し
て上唇に至るが,内 側の一部筋線維束が鼻翼部の
皮下に停止 している2,4,7～11)。これ らの筋 ない し筋
線維束は薄 くて小 さく,さ らに皮下の結合組織 と
交錯 しているため肉眼解剖の手法で剖出するのが
極めて困難である。そこで,こ れ らの表示は主に
模式図になっている。すなわち,実物標本でない
ことから,その構成が実証 されているとは言い難
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Fig.2AsectioncutintheVplane(a)andatraced
drawingofthecross-sectionofabundleof
musclefibers(BM)andanartery(A)(b).
DeandTPindicatethedermisandtunica
propria,respectively.
Fig.1Sitesofsamplecollection(a)sectioningplanes(b).
Asampleofapproximately10by8mmwiththe
nostril(No)atthebasewasexcisedfromthe
nasalwing,andused(a).ThePplane(PP)
wasparalleltotheskin(Sk),andtheVplane(VP)
andHplane(HP)wereatrightanglesvertically
andtransversely,respectively,tothePP(b).
Apindicatestheapexofthenose;Do,the
dorsumofthenose;andMuN,themucosaof
thenasalcavity.
い。そこで今回,鼻 部のうち剖出が最 も困難な鼻
翼部を組織学的に観察して筋線維束の構成 を解明
し,その機能を考察 した。
材料と方法
材料は,奥 羽大学歯学部生体構造学講座所蔵の
10%ホルマ リン固定 された解剖実習用遺体8体
(57歳～84歳の男性5体 と女性3体 で平均年齢
67.3歳)を用いた。方法は,外 鼻孔を底 として縦
約10mm,横約8mmの 方形 に左右鼻翼部 を切 り
取 り試料とした(図1a)。試料は,パ ラフィンの
浸透 を良 くす るため皮膚 を薄 く剥 ぎ取 ってから上
昇アルコール系列で脱水 してパラフィン包埋 した。
パ ラフィン包埋 した試料は,皮 膚に平行な面(P
面)とP面 に対 して縦 と横 に垂直な面(V面 とH
面)の3方 向(図1b)か ら切断し,厚 さ7μmの
連続パラフィン切片 を作成 した。各方向で切断さ
れた切片にアザ ン染色 を施 し,筋線維束を光学顕
微鏡で観察した。切片を用いた筋線維束の立体構
築は次の2通 りの方法で行った。1つ はV面 の連
続パ ラフィン切片23枚を用いて,切 片全体の筋
線維束の立体構築 を行った。各切片において,赤
色に染色 された筋線維束切断面 を赤データとして
PCに取 り込み,取 り込んだデータを三次元立体
構築ソフ トVoxBlastv2.2forMacintosh(Vaytex
社)で 重ね合わせた。もう1つはV面 の連続パラ
フィン切片56枚を用いて,特 定の筋線維束の立体
構築を行った。各切片において,特 定 した1本 の
(2)
Vo1.35No.4 鼻翼部筋の組織学的研究:祐 川ほか 163
Fig.3Theupper(a)andlower(b)halvesofa
sectioncutintheP-plane.Themajorityof
muscle-fiberbundles(A-fiberbundles)had
beensectionednear‐transversely.Thearrows
inFig.3aand3bindicatemusclefiberbundles
(BandCfiberbundles)runningmedially
downwardsandtowardthemidline,respectively,
whichhadbeensectionednear-longitudinally.
Theright-handsideofthefigureisorientedto
themidline.
筋線維束と隣接する動脈の切断面を トレース(図
2a,b)してスキャナーでPCに取 り込み,取 り
込んだデータを前述と同 じ三次元立体構築ソフ ト
で重ね合わせた。
結 果
鼻翼部の筋線維束の発達状態 に個体差があった
が,線 維束の基本的構成は同じであった。男女差
と左右差は見 られなかった。パ ラフィンの浸透 を
良くするために皮膚 を薄 く剥 ぎ取っていたが,真
皮の厚 さは粘膜固有層の約2倍 であった。鼻翼部
の筋線維束は,真皮 と粘膜固有層の問に見 られた
(図2a)。
P面の切片では,大部分の筋線維束(A線維束)
Fig.4Theupper(a)andlower(b)halvesofa
sectioncutintheH‐plane.Themajorityof
muscle-fiberbundles(A-fiberbundles)had
beensectionednear-transversely.Thearrowin
Fig.4bindicatesamuscle-fiberbundle(C-fiber
bundle)runningtowardthemidline,whichhad
beensectionednear-longitudinally.Theright-
handsideofthefigureisorientedtothemidline.
DeandTPindicatethedermisandtunica
propria,respectively.
が横断傾向の切断面であった(図3a,b)。これ
ら以外に,内 下方(B線 維束,図3a)と 正中(C
線維束,図3b)に 向か う縦断傾向の切断面 も僅
かに見られた。
H面 の切片でもP面 の切片と同様,大 部分の
筋線維束(A線 維束)が 横断傾向の切断面(図4
a)であった。B線維束の切断面はA線維束と同じ
横断傾向になっていて両者の区別が出来なかった。
C線維束 はP面 の切片と同様,縦 断傾向の切断面
として僅かに見 られた(図4b)。
V面の切片では大部分の筋線維束(A線 維束)
が縦断傾向の切断面であった。それ らは真皮側か
ら下方に向かって斜走 して粘膜固有層側 に向かう
走行であった。内下方に向かうB線維束は縦断傾
向の切断面 として,正 中に向かうC線維束は横断
傾向の切断面 として僅かに見られた(図5)。真皮
と粘膜固有層では,A線維束末端がそれぞれの膠
(3)
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Fig.6Thedermis(a)andtunicapropria(b),
sectionedintheV-plane.Inthedermis(De)
andtunicapropria(TP),theterminalsof
A-fiberbundleswereobservedtobelinkedwith
collagen-fiberbundles.
Fig.5TheentirenasalwingsectionedintheV-plane.
Near-longitudinalcross-sectionsshowed
muscle-fiberbundles(A-fiberbundles)running
obliquelyinthethinlayerbetweenthedermis
(De)andtunicapropria(TP).Thewhitearrow
indicatesanear-longitudinalcross-sectionof
amusclefiberbundle(B-fiberbundle)running
mediallydownwards.Theblackarrowsindicate
thenear-transversecross-sectionsofmuscle
fiberbundles(C-fiberbundles)runningtoward
themidline.
原線維束 と連結 しているのが見られた(図6a,b)。
切片全体 の筋線維束の立体構築 では,主 体 と
なっているA線維束が真皮側から下方に向かって
斜走 して粘膜固有層側 に至ることが示 された。B
線維束 とC線維束は判別出来なかった(図7)。
特定の筋線維束(A線 維束)の 立体構築では,
線維束の両端が真皮 と粘膜固有層に終わっている
ことが示 された(図8)。
考 察
上唇鼻翼挙筋は上顎骨前頭突起から起始して下
Fig.7Three-dimensionalstructureofmuscle-fiber
bundlessectionedintheV-plane.TheA-fiber
bundleshowninwhiteranobliquelyinthethin
layerbetweenthedermis(De)andtunica
propria(TP).B-andC-fiberbundlescouldnot
bedistinguishedfromeachother.Aindicatesan
artery;HF,hairfollicle;Seg,sebaceousgland;
andSwG,sweatgland,respectively.
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Fig.8Three-dimensionalstructureofamuscle-
fiberbundle(A-fiberbundle)andartery(A),
sectionedintheV-plane.Bothendsofthe
A-fiberbundleterminatedinthedermis(De)
andtunicapropria(TP).
方に向かい,内 側の一部筋線維束が向きを変えて
鼻翼部に進入す る2,4,7～11)。このような進入方向か
ら推測す ると,こ れらは鼻翼部 を内下方に向か う
ことになる。このような走行の筋線維束はP面 と
V面切片で見られたB線 維束に相当するので,こ
れ らが上唇鼻翼挙筋の一部筋束 と思われた。
鼻筋翼部は上顎骨の切歯と犬歯部の歯槽隆起部
か ら起始 し,鼻孔外側に沿って走行 して鼻翼部に
進入す る1,4,6～8,11～13)。このような進入方向から推測
すると,これらは鼻翼部を正中に向かうことにな
る。 このような走行の筋線維束はP面 とH面 さら
にV面の切片で見られたC線 維束に相当す るので,
これ らが鼻筋翼部と思われた。
鼻翼部の主体となっていたA線 維束はP面 とH
面の切片で横断傾向,V面 の切片で縦断傾向の切
断面であった。このような3面 の切断方向と線維
束切断面の形から,A線 維束は鼻翼部の真皮側か
ら下方に向かって斜走 して粘膜固有層側に至る走
行をしていることが推測 された。
V面の切片を用いた切片全体の筋線維束の立体
構築でも,A線維束が真皮側 から下方に向かって
斜走 して粘膜固有層側に至ることが示 された。そ
して,特 定 した1本 のA線維束の立体構築 では,
Fig.9Schematicrepresentationofthetypeand
courseofmuscle-fiberbundlesinthenasal
wing(NW).Somemedialmuscle-fiberbundles
(Me)ofthelevatorlabiisuperiorisalaeque
nasimuscleandthealarpart(AI)ofthenasalis
muscleranmediallydownwardsandanteriorly.
TheA-fiberbundle,themaincomponentofthe
nasalwing,arosefromthedermis,ranobliquely
downwards,andwasinsertedintothetunica
propria.Apindicatestheapexofthenose;DS,
thedepressorseptimuscle;LA,thelevatorlabii
superiorisalaequenasimuscle;No,thenostril;
andTr,thetransversepartofthenasalismuscle.
線維束両端が真皮 と粘膜固有層に終わっていた。
V面切片では,こ の線維束末端が真皮 と粘膜固有
層の膠原線維束 と連結 している像が見られた。 こ
のような所見か ら,A線 維束は鼻部周辺の筋に由
来 しない,鼻 翼部固有の線維束 とみなされた。そ
して,パ ラフィンの浸透を良くするために皮膚を
薄く剥ぎ取 っていたが,真 皮の厚 さは粘膜固有層
の約2倍 であったことから,A線維束が収縮する
と粘膜固有層が真皮側 に引き挙げ られ ると考えら
れた。そこで,A線 維束は真皮か ら起始 して下方
に向かって斜走 して粘膜固有層に停止 していると
(5)
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思われた。
これまで,上 唇鼻翼挙筋の内側の一部筋線維束
は鼻孔 を拡大する筋 とされている4,6,7)。これ に対
して,鼻 筋横部と翼部 さらに鼻中隔下制筋は鼻孔
を拡大ないし縮小する筋 とされ,作 用の統一がさ
れていない2,4,6～8,13～16)。
鼻筋横部は主に鼻軟骨で構成 される鼻背に放散
している6,8)。そこで,こ の筋線維束は鼻孔の拡大
と縮小にほとんど関与 していないと思われる。鼻
筋翼部は上顎骨の切歯 と犬歯の歯槽隆起部から起
始 して鼻孔の外側に沿って走行 し,鼻翼部の皮下
に停止 している6,8)。鼻中隔下制筋は上顎骨切歯の
歯槽隆起部から起始 して前方に向かい鼻中隔の皮
下 に停止 している2,16)。そこで,こ れ ら2つ の線
維束は鼻翼ない し鼻中隔を後方に引いて鼻孔を縮
小す ると思われた。
以上の結果から,鼻孔の拡大はA線 維束が鼻孔
の粘膜 を皮膚側に引き挙げ,同 時に上唇鼻翼挙筋
の内側の一部筋線維束(B線 維束〉が鼻翼部を上
外方に引くことにより,鼻腔の縮小は鼻孔拡大に
関与す る2つの線維束が弛緩 し,同 時に鼻筋翼部
(C線維束)と 鼻中隔下制筋が鼻翼 と鼻中隔を後
方に引くことによってなされ ると思われた(図9)。
結 論
鼻翼部を組織学的に観察 して筋線維束構成の解
明を試みた。
1.鼻翼部の主体となっているのは,真 皮から
起始 して下方に向かって斜走 し,粘膜固有層に停
止する鼻翼部固有の筋線維束(A線維束)であった。
2.鼻翼部 を内下方(B線 維束)と 正中(C線
維束)に 向かう筋線維束の切断面 も僅かに見 られ
た。これ らは,そ の走行から上唇鼻翼筋の内側の
一部筋線維束 と鼻筋翼部 と思われた。
3.鼻孔拡大はA線 維束が鼻孔の粘膜を皮膚側
に引き挙げ,同 時にB線維束が鼻翼部を上外方に
引くことにより,鼻腔縮小は鼻孔拡大に関与する
2つの線維束が弛緩 し,同時にC線 維束と鼻中隔
下制筋が鼻翼と鼻中隔を後方に引 くことによって
なされると思われた。
本研究の筋線維東三次元構築において,御協力と貴重な
御意見をいただきました本学の口腔機能分子生物学講座の
斎藤勇准教授に深謝いたします。
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